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RC 床版の土砂化を促進させると考えられる水の侵入を少なくし，本格的

な補修作業までに深刻な劣化が生じないようにする土砂化抑制技術として，

本研究では RC 床版中の潜在ひび割れに無機系含浸材を適用する止水技術

を検討した．とりわけ止水効果，止水効果の持続性，施工時間について室内

実験により検討した結果，止水効果が見込める含浸材の注入順序，工程数，

施工時間や，輪荷重は止水性能を低減することなどが明らかとなった． 
      キーワード：RC 床版，土砂化，無機系含浸材，輪荷重 

 
 

1．研究の背景・目的 

 
道路橋の鉄筋コンクリート（以下，RC）床版の損傷形

態の一つとして，アスファルト（以下，AS）舗装下にお
けるコンクリートの土砂化が挙げられる．土砂化が生じ

る原因の一つとして，床版上への水の侵入が考えられて

いる例えば1)．土砂化を対策しRC床版の耐久性を向上させ
るために AS 舗装からの水の侵入を防ぐ防水層（以下，
単に床版防水）が設けられることが多い． 
土砂化に対する補修工事は，交通規制時間短縮の都合

上，必要最小限の範囲となることが多い．一方，土砂化

した RC 床版の周辺には土砂化に伴う潜在的なひび割れ
が生じている可能性があり，これは必要最小限の補修工

事では補修できないことが多い．潜在ひび割れは新たな

土砂化を招いたり，土砂化速度を促進させたりする可能

性がある．土砂化が顕著な部分だけでなく潜在ひび割れ

も含めて補修するには，補修工事範囲よりも広範囲に補

修を行う必要がある．ただし，広範囲の補修・更新は費

用の面からも現実的でない．そこで本研究では，土砂化

した RC 床版および床版防水の更新作業までに深刻な劣
化が生じないようにする，応急処置的な技術について検

討することとした．また，このような応急処置的な技術

を検討することの意義はほかにもある．例えば橋梁メン

テナンス分野においては，地方公共団体が各地域の実情

に応じた道路橋の老朽化対策を始めている 2)．この観点

からも地方公共団体が直営施工できるような，安価かつ

容易な土砂化対策技術の確立が重要であるといえる． 
現状，床版防水としてシート系，塗膜系，複合系のも

のが普及している 3)．しかし，それらの大部分が有機系

材料を主成分としているため，紫外線，熱，水分，酸性

雨などの影響を受けやすく，床版防水の耐久性に課題が

残る．そこで本研究では，無機系材料の活用を試みる． 
以上の背景を踏まえ，本研究では RC 床版の潜在ひび

割れに対して無機系材料を適用することで，安価かつ容

易に潜在ひび割れから RC 床版内部への水の侵入を抑制
する土砂化対策技術を確立することを目的とする．本稿

の範囲では，1 本のひび割れに無機系材料を適用したと
きの止水効果，止水効果の持続性，施工時間を検討する． 

 
2．本研究で使用する無機系含浸材 

 
2.1 概要 

本研究では表－1 に示す 3 種類の無機系材料を使用し
た．Sおよび SPは，0.2 mm以下のひび割れを閉塞する

のに用いられる．これは主成分であるけい酸カリウムが

水酸化カルシウムと反応し，コンクリート中にC-S-Hゲ
ルを生成し，結果としてひび割れを閉塞するものである．

FS は一般的なひび割れ補修に用いられる注入材である
ので，単独でも用いることが可能である．単独で用いら

れる際には FS に含まれる高炉スラグが水酸化カルシウ
ムと反応して徐々に固化することによりひび割れが閉塞

する．FSは高炉スラグ系微粒子粉体と混和液を混合して
使用するのが一般的である．ただし，混和液を混合して

使用する場合，粘性が過大となり圧入施工が基本となる

こと，混和液は有機系であることなどの事項が本研究の

 
表－1 使用した無機系材料の概要 

本稿における名称 説明 

S けい酸塩系表面含浸材 

FS 高炉スラグ系微粒子粉体 
（水で 3倍希釈して使用） 

SP 2倍濃度けい酸塩系表面含浸材 
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目的に合致しない．一方，建築物の止水においては，FS
が粉体のみで使用されていることもある．そこで研究目

的や過去の事例を踏まえ，本研究でも FS は混和液を混
合せずに粉体のみを使用することとした． 

SおよびSP と FSを組み合わせて使用する場合，図－
1 に示すように FS を単独で使用した場合に見られない
急速な固化が生じる．FSは成分にクリンカを含むもので
あり，このクリンカが水和して水酸化カルシウムが生成

され，これがけい酸塩系表面含浸材 S および SP と反応
して急速に固化するものと推察される．また，急速な固

化が生じた後は水酸化カルシウムと FS に含まれる高炉
スラグが反応して徐々に固化していくものと考えられる．

以上のように 3種の無機系材料を組み合わせることで，
止水する効果を短時間で得ることができると推察される． 

 
2.2 無機系含浸材の止水効果に関する予備実験 

含浸材SおよびSPと高炉スラグ系微粒子粉体FSを組
み合わせて使用した際に 2.1節に示す反応が起きること

を図－2 に示す予備実験により確認した．この予備実験
は 3種の含浸材を試験的に組み合わせながら使用したと
き，図－3 に示す模擬ひび割れで生じるひび割れ閉塞過
程の可視化を試みたものである．予備実験で確認された

主要な止水過程は以下の①～⑦の通りである．①S を注
入する．②FS を注入する．このとき，FS は表面張力に
よりひび割れ内部に一様に広がっていない．③S を注入
する（2回目）．④FSを注入する（2回目）．このとき，1
回目に注入した FS が固化するため 1 回目よりも止水範
囲が広がる．⑤Sを注入する（3回目）．⑥FSを注入する
（3 回目）．2 回目同様に，これ以前に注入した FS が固
化するため止水範囲がさらに広がる．⑦SP を注入する．
以上の過程を経て，ひび割れ上部（注入面）付近と下部

（注入面対面）付近は FSが充填される． 
以上の予備実験結果は，本研究で使用する 3種の無機

系材料を組み合わせて使用したときの止水メカニズムを

完全に説明できるものではなく，今後詳細な検討を要す

る．一方，少なくとも止水効果が得られる過程の一部を

説明し得る予備実験結果であると考えている． 
 

3．ひび割れ試験体による止水効果の実験（実験 1） 

 
3.1 実験概要 

実験 1の方法および手順を図－4に示す．内径 100mm
の VU 管に表－2 に示す配合のコンクリートを打設し，
コンクリートの硬化後，管の長手方向に向かって厚さ 50 
mm に切断・成形した．その後，載荷試験機によりコン

クリートに割裂ひび割れを導入した．このように作製し

た割裂ひび割れを有するコンクリートを試験体とした． 
予備実験に倣い，試験体のひび割れに表－3 の⓪～⑧

に示す工程で無機系含浸材を注入した．その後約 2週間
以上，試験体を気中に静置して透水試験に供した． 

 
図－1 FSとSPを混合したときの固化状況 

 

 
図－2 止水メカニズムに関する予備実験の概要 

 

 
図－3 予備実験に使用した模擬ひび割れ 

 

 

図－4 実験 1の方法および手順 
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表－4 に実験シリーズを示す．含浸材注入の最終工程
と，試験体上面のひび割れ幅が異なる． 
含浸材を注入した後の透水試験は JIS A 6909のB法に

準拠して実施した．含浸材注入後の試験体に容量 20 mL
のメスピペットを剝離シール材により接着し，目盛り 20 
mL まで注水した．その後 7 日間，毎日透水量を測定し
た．また，透水試験終了後，蛍光塗料を混入した水を試

験体下面側のひび割れ部から透水させた．その後，試験

体をVU管から取り出すことでひび割れ面に沿った試験
体内部の止水状況（水みち）を観察した． 

 
3.2 実験結果および考察 

表－5 に含浸材注入時の各工程における含浸材注入量
および透水試験後の試験体内部の止水状況を示す．各工

程に要する時間は 2分以内であった．各工程における含
浸材注入量は，試験体のひび割れの状況などによって注

入状況が異なったため試験体ごとに差が見られる．試験

条件による明確な傾向を見出すことはできない． 
透水量の経時変化を図－5 に示す．同図にはひび割れ

のない試験体で測定した透水量の経時変化も併記した．

すべての試験体において，透水試験開始早期での透水量

が大きく，その後時間経過に伴い透水量が少なくなる傾

向が確認される．透水試験後の止水状況で水みちが観察

されなかった試験体がほとんどであったのにも関わらず

透水量の経時変化が生じているのは，ひび割れを有しな

いコンクリートであっても吸水するからである． 
表－5および図－5より，ひび割れ幅，含浸材注入量，

水みちの状況がほぼ同じであるNo.3とNo.4の比較から，
試験体上面全面に SP を注入した方が透水量は小さい．
また試験体No.4～No.6の透水量の結果を比較すると，ひ
び割れ幅が大きい方が透水量は大きくなる傾向にある． 
一方，得られた結果を俯瞰した際にいくつかの疑問が

残る．試験体 No.3～No.6 は水みちが観察されなかった
にも関わらず，水みちが観察されたNo.1よりも透水量が
大きい．この原因の一つとして，透水量試験前の水の浸

漬時間が十分でなく，透水試験時にひび割れ内に侵入し

た水がコンクリートへ吸水された可能性が挙げられる．

また，現時点で原因が特定できない結果もある．例えば，

最終工程とひび割れ幅がほぼ同じである No.1 と No.3 
を比較すると，水みちのない No.3 の方が透水量は大き
い．また，含浸材の注入量がほぼ同じNo.1とNo.2の透
水量を比較すると，水みちが観察されたNo.1よりも水み
ちが観察されなかったNo.2の方が透水量は小さい．これ
らの原因には，水の浸漬時間が十分でなかったことに加

表－3 含浸材の注入工程（実験 1） 
順
序 

工程 次の工程までの時間 

⓪ 試験体を水に浸す  
① 含浸材 S注入 ⓪から約 60分後 
② 含浸材 FS注入 ①から約 30分後 
③ 含浸材 S注入 ②から約 5分後 
④ 含浸材 FS注入 ③から約 30分後 
⑤ 含浸材 S注入 ④から約 5分後 
⑥ 含浸材 FS注入 ⑤から約 30分後 
⑦ 含浸材 SP注入 ⑥から約 5分後 
⑧ 各工程へ（実験変数）  

 

 

図－5 透水量の経時変化（実験 1） 
 

表－2 コンクリートの配合および使用材料 

スラ 
ンプ 
(cm) 

空気量 
(%) 

水セメ 
ント比 
W/C 

細骨 
材率 
s/a 

単位量(kg/m3) 

W C S G Ad. 

8 ±2 4.5±1 0.60 0.40 170 283 723 1085 0.06 
※使用材料 
C：普通ポルトランドセメント密度3.16g/cm3 

S：川砂，表乾密度2.62g/cm3，吸水率 1.42% 

G：砕石，表乾密度2.62g/cm3，吸水率1.83%，最大骨材寸法15mm 

Ad.：AE 剤（Ⅰ種），C×0.02%使用 
 

表－4 実験シリーズ（実験 1） 

No. 検討目的 最終工程※ ひび割れ幅
(mm)※※ 

1 止水順序と工
程数，塗布量

の確認 

1 時間後，試験体上面
全面にSP注入 0.30-0.35 

2 1 時間後，ひび割れ部
（止水部）にSP注入 0.45-0.60 

3 止水工程の確認
（3，4），ひび

割れ幅が止水状

況に及ぼす影響
の確認（4,5,6） 

1 時間後，試験体上面
全面にSP注入 0.25-0.35 

4 1 時間後，ひび割れ部
（止水部）にSP注入 

0.25-0.30 
5 0.35-0.45 
6 0.40-0.40  

※ 表-3 に示す⓪～⑦の工程を経た後に本表に示す最終
工程を行った． 
※※本表に示すひび割れ幅は，試験体上面（表面）で測定
したひび割れ幅の「最小幅-最大幅」である． 

 
表－5 含浸材注入時の各工程における含浸材注入量と透水試験後の試験体内部の止水状況（実験 1） 
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えて，例えば，試験体表面のひび割れ幅が試験体内部の

ひび割れ状況と対応していないことや，含浸材の中で比

較的粘性の高い FS が内部のひび割れ幅が大きい場合に
充填されて止水効果が高くなったことなどが挙げられる．

今後，詳細に検討する必要がある． 
 
4．注入した無機系材料の流動過程に関する実験（実験 2） 

 
4.1 実験概要 

試験体の概要を図－6に，試験体の寸法・形状を表－6
にそれぞれ示す．試験体はひび割れを有するコンクリー

トをあらかじめ用意し，その上に防水層（防水シート）

を接着した後，AS合材を敷設して作製した．図－6に示
すように防水層はひび割れに平行する隙間が，ひび割れ

位置より 30 mm 程度離れた箇所に位置するように接着

した．また，ひび割れと重なる防水層を接着する際には，

ひび割れを含む 25～30 mmの区間を非接着区間とし，こ
の区間では防水層を接着していない．これは実務におい

て防水層が土砂化などにより破断した場合を想定してい

る．AS合材は打継目ができるように敷設した．表－6に
示した試験体No.3のみはAS合材の代わりに透明のポリ
プロピレンシートを防水層上部に固定し，AS合材と防水
層の間で注入した含浸材の移動経路を観察した． 
試験体の作製後，実験 1と同様に含浸材の注入をして

止水処理を行った．含浸材は AS 合材の打継目から注入

した．No.3はポリプロピレンシートの隙間から含浸材を
注入した．使用した含浸材と含浸材の注入工程は，実験

1の表－3に示した工程と同じである．ただし，試験体の
形状・寸法の違いを考慮して最終工程は省略した． 
止水処理後，試験体内部の吸水状態を平衡させるため

に約 1週間，水を試験体全面に定期的に噴霧した．その
後，図－6 右側に示すように止水処理した面を水で満た
し，以後定期的に試験体の止水処理面の対面側を確認す

ることで漏水状況を定期的に観察した．また，試験終了

後，AS合材を敷設した試験体No.1とNo.2は，試験体を
ひび割れに沿って割裂して AS 合材と防水層の間の含浸
材の充填状況を確認した． 

 
4.2 実験結果および考察 

表－7 に各工程における含浸材の注入量と止水後の漏
水状況を示す．注入工程の一部が不実施となっている．

これは，不実施の工程の直前の工程において，注入した

含浸材が注入面対面から漏れ出し，含浸材がひび割れ内

に十分に充填されていると判断されたためである．本実

験の範囲でコンクリートのひび割れ位置，防水層の破断

位置 AS 合材打継目が異なる場合であっても含浸材が注
入面の対面まで到達することが確認された． 
止水処理後の漏水状況より，試験体 No.1 および No.3

が漏水あり，No.2が漏水なしとなっている．各試験体の
漏水状況と試験体表面のひび割れ幅の大小に相関がある．

 
図－6 試験体の概要（実験 2） 

 

表－6 試験体の寸法・形状（実験 2）（単位：mm） 
No. ひび割れ幅※ b l t la1 la2 lp1 lp2 lw 
1 0.40-0.65 100 340 24 170 170 190 150 175 
2 0.50-1.00 100 340 13 170 170 190 150 175 
3 0.40-0.65 100 300 24 170 130 170 130 160 

※本表に示すひび割れ幅は，試験体上面（表面）で測定したひび割れ幅の「最小幅 - 最大幅」である． 
ここに，𝑏：試験体幅，𝑙：試験体長さ，𝑡：試験体厚さ，𝑙𝑎1および𝑙𝑎2：AS合材の長さ，𝑙𝑝1および𝑙𝑝2：防水層の長さ，𝑙𝑤：試
験体端部からコンクリートのひび割れ位置までの長さ 

 

表－7 各工程における含浸材の注入量と止水後の漏水状況（実験 2） 

 

 

 

コンクリート

AS合材（※）

※No.3のみAS合材を透明の
ポリプロピレンシートを固定

l

t

防水層（防水シート）

ひび割れ

b

la1 la2

lp1 lp2

防水層非接着区間(25～30mm程度)

注入する含浸材の移動経路
注水

lw

試験体概観 試験体の形状・寸法 止水処理後の注水状況

①S
(1回目)

②FS
(1回目)

③S
（2回目）

④FS
(2回目)

⑤S
(3回目)

⑥FS
(3回目)

⑦SP

1 0.40-0.65 20.00 7.89 1.59 2.80 不実施 不実施 2.48 漏水あり
2 0.50-1.00 20.00 6.02 1.40 3.80 不実施 不実施 2.25 漏水なし
3 0.40-0.65 1.58 6.05 1.71 2.24 1.86 不実施 2.83 漏水あり

試験体
No.

ひび割れ幅
(mm)

注入量(g)
漏水状況
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すなわち，試験体表面のひび割れ幅と，ひび割れ内部の

含浸材の充填状況には相関があるといえる．ひび割れ幅

が大きい方が，試験体内部のひび割れ幅も大きくなる傾

向にあると考えられるので，比較的粘性の高い FS が充
填されやすくなり，止水効果が高くなったと推察される． 
 図－7 に注入した含浸材の流動過程の観察結果を示す．
AS合材を敷設した試験体No.1，No.2ではAS合材と防
水層の間に含浸材が充填され，ひび割れ部まで含浸材が

流動した様子が観察できる．また，No.3では，含浸材 S
および FS を注入した 1 回目において，ひび割れ部で含
浸材の流動が停止する様子が観察された．その後，含浸

材 Sおよび FS を注入する 2 回目において，ひび割れ部
を超えて防水層とポリプロピレンシートの間に含浸材が

流動した．No.3 で観察された現象が，AS 合材を敷設し
たNo.1とNo.2でも同様に生じていると推察される． 

 
5．無機系含浸材の止水効果の持続性の検討（実験 3） 

 
5.1 実験概要 

 供用下の道路橋の代表的な作用である輪荷重が無機系

含浸材による止水効果の持続性に及ぼす影響を検討する． 
(1) 試験体の作製  
図－8に試験体の寸法・形状・配筋を示す．また，表－

8 に実験シリーズを示す．試験体は実験 1 と同じ使用材
料および配合（表－2）のコンクリートを打設して作製し
た．ホイールトラッキング試験（以下，WT 試験）の制
約により，打設後の試験体を 300×300×90 mmの形状・
寸法に成形した．なお，本試験では主鉄筋径が各試験体

で異なる．しかし，載荷荷重の大きさを考慮すると，鉄

筋径の違いはほとんど無視できるとみなせるので，定性

的には試験条件による違いを考察できると考えている． 
図－9 にひび割れ導入方法の概要を示す．試験体は打

設後 28 日間気中養生した後に 3 点曲げ載荷によりひび
割れを導入した．導入したひび割れの幅を制御するため

に，0.3mm厚のステンレス板を 2枚重ねてひび割れ内に
挟み込み，ひび割れ幅が約 0.6 mmとなるようにした． 
表－9 にひび割れ導入後の止水処理工程を示す．⓪～

⑥の工程は各試験体で共通である．No.3はこれらの工程
後に，含浸材を保護する目的で多官能，水溶性，高反応

性を有するエポキシ化合物をひび割れ部表面に塗布した． 
(2) WT試験後の透水試験  
図－10に透水試験の概要を示す．透水試験はJIS A 6909

のB法に準拠する方法で実施した．メスピペットを試験
体表面のA点，B点の 2箇所に接着して試験した．WT
試験の前後で透水試験を実施した．WT 試験前の透水試
験は含浸材注入から約 2週間後に実施した．試験開始時
にはメスピペットの目盛り 20mL まで注水し，その後 7
日間，毎日透水量を測定した． 
(3) W T試験の方法 
 標準的なWT試験はAS舗装の耐流動性の評価を目的
としている．標準試験条件に基づき，検討目的に合致す

るように試験条件を変更した．表－10にWT試験の標準

 

表－8 実験シリーズ（実験 3） 
No. 試験条件 配筋 

1 WT試験（基準） 主筋 D13，配力筋 D10 

2 湛水状態で WT試験 主筋 D16，配力筋 D10 

3 
エポキシ化合物塗布，

湛水状態で WT試験 
主筋 D19，配力筋 D10 

 

 

図－7 注入した含浸材の流動過程の観察結果（実験 2） 
 

図－8 試験体形状・寸法・配筋 
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ひび割れ面

含浸材の
流動を確認
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（含浸材注入時に含浸材の流動過程を観察）

AS合材を敷設した試験体
（試験終了後に割裂して観察）
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図－9 ひび割れ導入方法の概要（実験 3） 
 

表－9 含浸材の注入工程（実験 3） 
順
序 

工程 次工程までの時間 

⓪ 試験体を水に浸す  
① 含浸材 S注入  
② 含浸材 FS注入 ①から約30分後 

③ 含浸材 S注入 ②から約5分後 

④ 含浸材 FS注入 ③から約30分後 
⑤ 含浸材 SP注入 ④から約5分後 

⑥ ひび割れ所上面に含浸材SP塗布 ⑤から約120分後 

⑦ 約 60分，水を試験体に噴霧  
⑧ （No.3）エポキシ化合物塗布  

 

 

主筋

配力筋
主筋

配力筋

ひび割れ

荷重

WT試験時の
輪荷重作用方向

ひび割れ4点に0.3mmの
ステンレス板を2枚重ねて
ひび割れ幅0.6mmに制御

輪荷重載荷面
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試験と本研究における試験の条件をまとめる．これらの

変更内容の妥当性については今後詳細な検討を要する． 
WT 試験では試験体のひび割れに直交するように輪荷

重を載荷した．また，試験体下部に支持材を設けること

で，載荷条件を 2点支持条件の移動荷重の載荷とした．
試験体No.2およびNo.3はWT試験開始時に試験体表面
に水を注ぎ，載荷中，常時湛水状態とした． 
 
5.2 実験結果および考察 

(1) 止水処理の各工程における含浸材の注入量 

表－11 に止水処理の各工程における含浸材注入量を
示す．各工程に要した時間は一部の工程を除き 2分以内
であった．含浸材 Sおよび FS を 2回注入した時点で，
含浸材がひび割れ部に飽和したため，これらの含浸材は

表に示すようにそれ以上注入していない． 
(2) 透水試験結果 

図－11に透水試験結果の代表的な結果としてWT試験
前後の各試験体の A 点における透水量の差および B 点

の代表的な結果として試験体 No.1 の B 点の透水量を示
す．なお，No.2，No.3のB点の結果は試験結果のばらつ
きが大きく，実験方法等も含めた検討が今後必要である． 

No.3 を除いて，WT 試験前よりも WT 試験後の方が，
より大きな透水量を示した．この理由は，以下のように

考察できる．WT 試験の輪荷重は繰り返しの移動荷重で
あるので，試験体のせん断力の分布も荷重の移動に伴い

変化する．各試験体のひび割れは試験体中央部に導入さ

れている．試験体中央部は，今回のWT試験の輪荷重の
移動範囲を考慮すると，正負のせん断力が交互に繰り返

し作用する部分である．この作用が含浸材を損傷させ，

止水性能を低下させたものと推察される． 
一方，No.3はWT試験の前後で透水量がほとんど変わ

らず，止水性能に及ぼす輪荷重の影響が認められない．

No.3は他の試験体の止水工程に加えて，エポキシ化合物
を塗布する工程を経た試験体である．したがって，エポ

キシ化合物を塗布時に輪荷重の作用による止水性能の低

下を防ぐことができる可能性が本試験の範囲で示された． 

6．まとめ 

 
(1) 実験 1より，含浸材の注入順序および注入量を試験

的に定めたところ，止水効果が確認された． 
(2) 実験 2より，RC床版のひび割れの位置，防水層の

破断位置，AS 舗装のひび割れ位置がそれぞれ異な
っていても，無機系含浸材がひび割れ部に到達する

のみならずひび割れ部を超えて流動すること，およ

び含浸材は注入面対面まで流動することを本研究

の範囲において確認した．  
(3) 実験 3より，輪荷重は止水性能を低下させることが

WT試験前後の透水量により確認された．  
(4) 本研究の範囲で実施した止水工程を厚さ 50mm の

試験体で 3 回ほど繰り返せば止水効果が得られる
ことを確認した．この作業工程は 3時間以内である． 
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図－11 透水試験結果（実験 3） 
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図－10 透水試験の概要（実験 3） 
 

表－10 WT試験の標準条件と本研究の条件の相違点 
項目 標準試験条件 本研究の試験条件 

供試体 
長さ 300mm×幅 300mm 

×厚さ 50mm 
長さ 300mm×幅 300mm 

×厚さ 90mm 

荷重 
686±10N 

（接地圧 0.63MPa） 
980N 

（各輪+30kg追加） 
試験温度 60℃ 常温（試験室温） 

試験時間 
60分または 

供試体 25mm変形まで 
120分 

試験結果
の整理 

動的安定度 DS(回/mm)，
d0(mm) 

なし 
（透水試験により評価） 

 

 

主筋

配力筋

A点

B点

WT試験
輪荷重
作用範囲

A点

B点
試験体

透水試験状況（止水処理前）

表－11 各工程における含浸材の注入量（実験 3） 

 
 

 

①S
(1回目)

②FS
(1回目)

③S
（2回目)

④FS
(2回目)

(④)S，FS
3回目以降

⑤SP
⑥SP
(上面)

1 3.62 2.19 1.52 1.00 不実施 4.45 6.20 漏水無
2 3.81 2.02 1.19 1.73 不実施 3.36 6.35 漏水無
3 4.01 2.50 1.01 1.60 不実施 3.46 6.50 漏水無

試験体
No.

注入量(g)
漏水
状況

- 56 -




